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木材の土木用途への利用

1 間伐湖利用の切札?

間{主材の利JIJの，1.'J.から.土木用車はきわめて有

望です。すなわち、ま&まった量的需要が且込ま

れること、大規模な木材加工施設や技術的に向度

な加工を'11'1.-ないこと、建築JfJ遣には適きない

筏紐や形状の点材も利川可能祉どのl.(です。山深

い治山劇場などで、現場町材を上手に利用するこ

とができれば.五、J'コストの低減にも帯与でき、

「地産地il'JJにも適していると考えられます。ま

た 水製構造物の構造清算例も示されています"。

2 よくある質問

，木材の 七本m遣に1則してよくあるUII!J? 
1)初期強度はいくらか。 I
2)腐朽する。耐周年数カわからない。
3)椴査方法はあるのか。

木材を土木川に使う場合、J;;きくわけると 3つ

の不安盟主があるように思います。

1)初期強度について 材料サンプルの強度試験

を行えば初期強度が確認できます。非破壊試験と

破腹試験の相1聞を求めておけば.現場の非ー破壊検

査で材料を強度的に仕分けることも可能ですe強

度試験によらなければ、建築基準法に定める「基

準値」を適川します。木材の強度的性質はパラツ

キが大きいので.法律に準拠した値はかなり低く

なってしまいます (去一 ¥)。

2)耐用年数について 限界を決めておきます.

す在わち、表而から何mmまでの腐朽を許容で

きるカをあらかじめ設計段階で鉱山しておく必要

があります。その仁で何年間で腐朽が何 mm進

行するかで推定することになります。陸述するピ

ロデイン此入深さは、上研))11地万のすi例では 「縦

杭の地際書sJで3年11日30mm桜庄でした (ただし

腐桁なLでIOrnm制度)。 近勾、各県で杭丸太な

どの耐川'¥散が調査され、平均的な値がゆlらか

になりつつあります(1到ー!lo 1.-カし、腐桁の

進行はパラアキがあるので、どの条件が腐桁しや

すいか、パラツキの大きさはどれくらいか、 λAー

と向材とでは拠なるかなど、平均{血だけではなく

側々のケースをきめ制lかく分析していく必~があ
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表-1 土木周の条件下の許容応力度"

同 ・お 7(N/.O . . . 1) 

Fbx1.1/3xO.7"'6.853 (NI圃). . .2J 
，)木村の基場鎗度Fc.Ft， FblH1Fsを定ぬる伴
{砲殴省告示平成，"手旗"盟号)r六 億纏級材J
2)砲鱒"..滋崎行令".. 条
r.闘にさ主ずるカに対する齢宮応力IlJ
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図-1 強度半減舗の平鈎像

ります。

3)植査方法について 実務的には、以下町方

法が一般的であると思います。構造物に点検用の

「窓」や「イ ヌパγリ」があると便利です.

目視 目視評価基準 (轟林総合研究所)により、

臨散の人聞の日で評価する.

ハンマ でたたく。あやしい場所をみきわめる

判断材料のひとつにはなる。

。千枚通しゃドライパを突き刺してみる。

。ピロデイン 一定の力 (61)で直径2.5mmの

ピム〆を押し1111.-.そのときの民人深きで部材の

劣化深さを推定する。ただし削定範聞は40mm

まで。Jl人深さが貯梓範凶にあることを確認す

る.

現掛から部材を持ち帰って強度試験が可能であ

れば、設断制度がlがる。現場町腐桁しやすい

場所にテストピースを世<!rfJ;もある。

3 防腐処理について

水分の多い状態の材 (生材)では十分な防腐処

へ

へ



〔

( 

理!が離しくなります さらにカラマツの心材部分

は注入が 「きわめてIs睡J'です。
かつてのCCA(嗣 クロム ヒ卓系}のよう

な強JJな防腐華剤は1世われなくなり.環境に配曙

LたAACやACQなどが現在では主植です。腐

桁曲にも5レLやさしくなってLまいま Lた。防
腐事刑は品性チェ ックを受けており、多くは 「普

通物Jですa 仮に雨水によって処理木材から事剤

町市脱があっても、生物に臨智を及ぼさないとさ

れています。各メーカーの 「製品安全データンー

ト」で'U1':.聞を蹴越することが可能です。

4 いろいろな考え方

or腐朽しては困る。防腐処理を確実にやるJ
木惜のように向fJ頼性を要求されるJ1J遣には、

しっかりした防腐処月!をおこなう、という与え万

が現在では主流です 砧近の本備は構造川県成材

が広〈使われています 工持管理を厳格にできれ

ば強度や合水市もバラツキを少なくできます。し

っかりした防腐処理が加われば、屋外構造部材と

して日朝性の高い材料といえますが、構造的に本

舗は死1'，の部分も多〈、両日嫁をいかにょくする

かというJ1JI.Iニの工夫がとても重要いなります

2)[腐朽して1:回るがに 防腐処理はできない。

したがって膚桁する分を考慮して余裕のある位計

を行う。あるいは部材の宜換を前提とするj

現場で党生した材を使うとなると.防腐処理の

ために山深い現場から盟まで材を往復するのも難

儀です.水i餅の近くでは防腐処理木材を使うこと

には抵抗があるかもしれません。防腐処理をしな

い場合には設計に余怖が求められます。すなわち、

一部分の腐刊が情造物の全体の崩壊にならないよ

うにhを分散させたり、部材を二重にしたり、腐

桁を見込んで止さめの断而の材をf史う.などです

3H一定期間置であれば、膚朽してもよいJ
λk筋工などの輔ftを目的として使う場合は構
造上町強度は盛ポきれず、腐桁するまでの聞に植

生が十分に川復すればよいわけです.上情>>11地}J

での'11問では、おおむね7'1'植に植生が回復され
ていました。その川、 I:ffl工として布効に機能し

ていることが峨訟できました。

4)[木材を腐朽しない条件で使うJ
杭の地際部は腐朽しやすいのに、 t中の部分は

かなり腐.t.ljLに〈くなります。腐桁硝'111の活動に

宜)(16.， 

写真一 1 床堀f量的丸太組施工

写且ー2 完成後の全量

必聾な惜J障が絶たれ、 (t謝に必要な望書分が先乏

するためであるといわれています 写具合 1.2 

は、川上村町公団造枠地で (皇~ ) 緑世l臨機構によ

るJt.J;:1I1工によるn重道建設現場です。谷間の法
而には桁λ」に全体と横木の木口が見えます。この

部分は陥生I匝11Mをねらい、腐fljしてもよいそうで

す.備本のk部分は路盤の盛』ニ'"11(こ思っています。

ζのような使い}jは、防腐の面からも平効な牟l川

M}iで.おも Lろい1Jl岡であると思います。

5 これからの謀題

上水Jflj主に安心して利川するためには、基本と

なるλ止の強度データや.腐何の進行状況、構造

物のその植の植民状況など、施工挫のきめ細かな

観桜と分析による裏づけが必要です。

トラ ック荷台町観点に木村が使われるのは 木

材の衝撃吸収性が評価されているからだそうです

この冊のように、木材をコンクリートや鉄のm
仔品Jとしてではなく、特性を活かした使い}Jが

できればと思います。

{木材部 占野安!Jl)
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